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CollabTech2018の参加報告
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概要：CollabTechは GN研究会が開催する国際会議であり，ネットワークサービスやコンピューティン

グ，インタラクションなど協調作業に関する研究分野を対象とする．2018 年の CollabTech は 9 月 5 日

から 7日にかけてポルトガルのコスタ・ダ・カパリカにおいて CRIWGと共同で開催された．本稿では，

CollabTech2018に参加した際の研究発表やエクスカーションの報告，および筆者の所感を述べる．

A Participating Report on International Conference CollabTech2018

Satoko Shigaki1,a) Takashi Yoshino1

1. はじめに

2018年 9月 5日から 7日にかけて CollabTech2018(The

Tenth International Conference on Collaboration Tech-

nologies 2018) がポルトガルのコスタ・ダ・カパリカに

おいて開催された．CollabTechは，GN研究会（情報処理

学会グループウェアとネットワークサービス研究会）が

開催する国際学会であり，本年の開催で第 10 回を迎え

た．ネットワークサービスやコンピューティング，イン

タラクションなど協調作業に関する研究分野を対象とす

る．CollabTech2018は，CRIWG(The Collaboration Re-

searchers International Working Group) *1 とともに，ホ

テル「Lisboa Caparica Mar Hotel」で行われた．CRIWG

は今年で 24周年を迎える国際学会であり，アメリカやヨー

ロッパの研究者が所属する．CRIWGも協調作業に関する

研究分野を対象とした学会であり，2014年のチリでの開催

以来，CollabTechと共同で開催されるようになったそうで

ある．

図 1および図 2に，学会の会場となったホテルおよび会

場周辺の様子を示す．会場のホテルは海岸沿いに位置して

おり，海水浴場がすぐ近くにある．
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図 1 会場となったホテル

図 2 会場周辺の様子
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2. 学会の概要

本年の CollabTech の論文の投稿数は 36 件であり， Full 
papers として 12 件，Work-in-progress papers として 4 件
の計 16 件が採択された（採択率 44.4%）．発表件数は，
CollabTech として 16 件あり，CRIWG として 17 件あった
ため，計 33 件であった．発表時間は Full paper が 30 分，
Work-in-progress paper が 20 分である．3 日間かけて行わ

れた学会の流れを下記に記す．
1 日目

オープニングセッションおよび Dr. Claudia-Lavinia

Ignat による招待講演が行われた．3.1 節に概要を記

す．1日目は，招待講演の後に 12件の研究発表が行わ

れた．

2日目

Prof. Volker Wulf による招待講演が行われた．3.1

節に概要を記す．2日目は，招待講演の後に 21件の

研究発表が行われた．研究発表は 2 日目で終了し，

最後にクロージングセッションが行われた．授賞式

が Conference Dinnerに行なわれた．3.4節に概要を

記す．

3日目

9時から 14時半にかけてエクスカーションが行われ

た．4．章に概要を記す．

図 3 招待講演の様子

図 4 筆者の発表の様子

3.2 筆者の研究発表

筆者は 2日目に研究発表を行った．図 4に発表の様子を

示す．発表内容は，不便益法 [1]に基づく隠蔽型防災情報

提示システム「クライマップ」である [2]．クライマップと

は，地図上における利用者の移動経路の周辺にある情報の

みを提示し，周辺以外を覆い隠して見えなくした防災マッ

プである．覆い隠すことによって情報量を減らし，利用者

の身の回りにある防災情報への気付きを与えることを目的

とする．図 5に，クライマップの利用画面例を示す．

質疑応答では，「利用者が移動したときに見えている範

囲は一緒に動くのか？」「避難訓練などのシミュレーショ

ンと同じような効果があるのか？」「クライマップの名前

の由来はどこからきているか？」などの質問があった．

3.3 興味深い研究発表の紹介

CRIWGからの登壇者である Nobreらの研究「Charac-

terization of Public Opinion on Political Events in Brazil

Based on Twitter Data」を紹介する [3]．Nobreらは，Twit-

terのデータからブラジル国内の政治に関するイベントに

対する人々の関心を特徴付け，データソースとしてソー

シャルメディアを利用するメリットについて述べた．質疑

応答において，「Twitterの利用者が若者に限るのではな

いか？」といった内容に対し，ブラジルでは幅広い世代で

3. 研究発表会

3.1 招待講演
1 日目は「From group to large scale trustworthy dis-

tributed collaborative systems」というタイトルで，Dr. 
Claudia-Lavinia Ignat による招待講演であった．Ignat 氏
は，Inria Research Scientist CR1 に所属しており，操作変
換手法や協調編集，CSCW の研究に従事している．講演で
は，Wiki や GoogleDrive を例に挙げながら，これまでの

協調作業システムの進歩やプライバシー等の問題点につい

て言及した．また，信頼がおける分散型協調作業システム

のビジョンについて述べた．

2 日目は「Grounded Design: Documenting and Compar-

ing Design Case Studies」というタイトルで，Prof. Volker 
Wulf による招待講演であった．図 3 に Prof. Volker Wulf

の講演の様子を示す．Wulf 氏は，Siegen 大学に所属して
おり，IT システム設計の研究に従事している．講演では，

コンピュータアプリケーションが日常的に使われるように

なってきていることから，各ユーザに応じて構築する必要

があり，その実現に役立つデザインケースモデルについて

述べた．
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図 6 Conference Dinner の授賞式の様子

図 7 ワイナリー見学の様子

ポルトガル内を観光した．バス内では，バスガイドが聞き

取りやすい英語で案内や雑談をしてくれた．ポルトガル産

のコルクの生産量が全世界の生産量の半数以上を占めてい

るという話が興味深かった．ポルトガルの土産物店では，

コルクで作られている財布やバッグなどの商品を目にする

機会がたくさんあった．

エクスカーションでは，ポルトガルの町並みが眺望で

きる絶景スポットや教会，海，ワイナリー「Jos Maria de

Fonseca」へ訪れた．図 7にエクスカーションで訪れたワイ

ナリー見学中の様子を示す．ワイナリー見学では，昔のワ

インの作り方などワインの歴史を学び，100年物も含む年

代物のワインの貯蔵樽を実際に見ることができた．大量の

ワインの貯蔵樽は壮観であった．ワイナリー見学後にワイ

ンを試飲した．また，日本では高価で販売されているワイ

ンが安価で販売されており，購入している参加者が多くい

た．ワインが苦手な筆者でも，十分に楽しむことができた．

5. ホテルと食事に関する所感

筆者は会場となったホテルで宿泊した．ホテルの部屋に

関する所感を述べる．宿泊した部屋は清潔感のある広い部

屋であった．寝具はダブルベッドで寝心地が良く，疲れて

部屋に帰った日には顔も洗わずに寝てしまうことが 4泊中

2回発生した．また，大きなクローゼットが用意されてい

図 5 クライマップの利用画面

Twitter が利用されているという回答があった．日本では
Twitter の利用者は主に若者であるため，国民性の違いが
面白いと筆者は感じた．

CollabTech からの登壇者である徳岡らの研究「“Dis-

cuss and Behave Collaboratively!”-Full-Body Interactive
Learning Support System within a Museum to Elicit Col-
laboration with Children」を紹介する [4]．徳岡らは，博物
館に訪れた際に，展示物を眺めることや説明を読むといっ

た行為が受動的であり，子供が学習するためには効率的で

なく不十分であると指摘した．そこで，徳岡らは体の動き

や会話を通して博物館での学習を容易にするシステムを開
発した．このシステムは出題されたクイズを 2 人で話し合
い，正解だと考えた方を選択する．2 人が別の解答を選択

した場合は，どちらか片方が正解していた場合でも不正解

となる．コミュニケーションをとるために，個人ではなく，
あえて 2 人でクイズを解答する必要があるところが筆者は

面白い研究であると感じた．

3.4 授賞式
2 日目の Conference Dinner に授賞式が行われた．受賞
式の様子を図 6 に示す．CollabTech および CRIWG では，
Full paper の論文のうち，優秀な論文に Best Paper Award

が贈られる．CollabTech からは，大阪大学の櫛田ら [5] が受
賞し，共著者の中西准教授が表彰状を受け取った．CRIWG

からは，東京工業大学の高宮ら [6] が受賞した．両学会と
も，日本人が受賞した．

4. エクスカーション

3 日目の 9 時から 14 時半にかけてエクスカーションが行
われ，CollabTech および CRIWG の参加者は大型バスで
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たため，スーツを掛けることができた．

ホテルでは，スリッパが用意されていなかったため，100

円ショップで購入した折り畳みスリッパを持参して正解

だった．また，石鹸や化粧品に関しては，シャンプーとボ

ディーソープしかなかったので，持参は必須であった．化

粧品に関しては，筆者は一週間分のトライアルサイズを日

本で購入して現地に持参したが，最終日までになくなるか

もしれない不安から出し惜しみをして使う破目にあったた

め，持っていく量は多めにしておくべきであったと現地で

後悔した．シャンプー及びリンスに関しても同様である．

また，日本との時差が 8 時間あると体調に変化が顕著に現

れ，筆者は生理用品と口内炎の薬の必要性を感じた．

ピローチップとして，筆者が「Thank you!」というメッ

セージとともに 1ユーロを枕元に置いて出かけたところ，

部屋に帰ってくると「Obrigada(ポルトガル語で『ありが

とう』の意)」のメッセージが残されていた．このような心

が通うサービスは，とても温かい気持ちになれるので，日

本でもぜひこの文化を取り入れたら良いと思った．

次に，学会中の食事に関する所感を述べる．ホテルでの

食事は全てバイキングであった．チーズの種類が 5種類程

度あり，中には日本では見かけたことのないチーズもあっ

た．料理は全般的に筆者の口に合うものが多く，パンの種

類も豊富に用意されていたため，とても満足であった．し

かし，バイキングの内容が毎朝同じであったため，日替わ

りだと，なお良いと思った．

6. 研究発表に関する所感

研究発表に関する所感を日本の学会と比較し述べる．学

会の参加者は，CollabTechからは日本人の参加者が多く，

CRIWGからはヨーロッパ人の参加者が多かった．また，

全体的に年齢層が高く，学生の数は少なかった．会場が外

国であることや，英語での発表であるため，容易に参加で

きないことが要因であると感じた．

筆者が参加したことのある日本の学会との違いは，セッ

ションの終了ごとにコーヒーブレイクという小休憩が設

けられ，ドリンクや洋菓子が用意されることである．コー

ヒーブレイク中に，様々な国の学者同士がインフォーマル

な会話で親交を深めていた．このシステムを日本の学会に

もぜひ取り入れていただきたいと思った．

7. おわりに

来年から CollabTechと CRIWGは併合し，一つの国際

学会「International Conference on Collaboraion Technolo-

gies and Social Computing」として活動を行うことが決定

した．次回は 2019年 9月 3日から 5日にかけて日本の京

都で開催される．投稿締め切りは 4月に設定されると思わ

れる．

国際学会は，日本の学会と違う雰囲気を感じることがで

きる他，エクスカーション等を通して他国の文化に触れる

ことができるため，貴重な経験である．今後も数多くの論

文が投稿されることを期待したい．
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招待講演および研究発表では，発表を正確に聞き取り，

内容を理解することは容易ではなかった．また，自身の発

表においても，質疑を聞き取ることは難しかった．筆者は

CollabTech に向けて，Skype 英会話や英語の学習アプリな

どで事前に英語を勉強してきたが，手ごたえを感じること

ができず勉強不足を痛感した．しかし，英語が通じた時の

喜びは何ものにも代えがたく，今後国際学会への参加の有

無に関わらず，英語の勉強を続けていこうと思う．

© 2018 Information Processing Society of Japan 4




